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『甲状腺機能異常母体から出生した児の先天性甲状腺

機能低下症発症への影響』 
 

１．研究の対象 

2008年 1月～2023年 12月に当院で出産した方のうち、出産前に甲状腺機能異常（甲状腺機能

低下症、橋本病、バセドウ病など）と診断された方とその新生児。 

 

２．研究目的・方法 

  研究期間：研究許可日～2023年 1月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：病名、検査結果、治療歴、身体計測結果 等 

 

４．外部への試料・情報の提供・公表 

本研究で得られた結果は、日本小児科学会学術集会等で発表し、専門学術誌で論文として公表す

る。 

 

５．研究組織 

（研究責任者） 

独立行政法人 地域医療機能推進機構 大阪病院 小児科 原田大輔  

（実施分担者） 

独立行政法人 地域医療機能推進機構 大阪病院 小児科 柏木博子  

独立行政法人 地域医療機能推進機構 大阪病院 小児科 上山薫  

 

６．問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研

究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出く

ださい。この場合も患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

問い合わせ・苦情等の相談窓口： 

 大阪市福島区福島 4丁目 2-78 

 独立行政法人地域医療機能推進機構 大阪病院 小児科 

  医長 原田大輔 （研究責任者） 

 TEL：06-6441-5451（代） 


